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写真：10月24～25日にかけて開催した那須野巻狩まつり（関連記事：4～5ページ）
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一
矢
入
魂

那
須
野
の
大
地
で
―
―
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髙
瀨　

辰
夫
（
青
木
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神
島　

仁
誓
（
西
原
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君
島　

則
夫
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湯
本
塩
原
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熊
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仁
四
郎
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桜
町
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白
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忠
利
（
埼
玉
）

鈴
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興
隆
（
大
黒
町
）

千
葉　

亥
佐
雄
（
安
藤
町
）

藤
原　

節
朗
（
原
町
）

安
西　

恭
子
（
四
区
町
）

池
田　

長
一
（
塩
原
）

今
村　

貞
子
（
黒
磯
）

山
本　

雅
子
（
埼
玉
）

須
田　

宏
之
（
高
林
）

渡
邉　

敏
郎
（
那
須
町
）

鈴
木　

正
義
（
越
堀
）

森　

富
保
（
西
大
和
）

　

本
市
と
同
じ
10
歳
の
子
ど
も
た

ち
が
、
市
の
10
年
間
を
紹
介
す
る

動
画
が
流
れ
る
大
ホ
ー
ル
。
懐
か

し
さ
や
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿

に
出
席
者
た
ち
の
心
も
温
ま
っ
た

頃
、
市
内
全
中
学
校
の
合
唱
部
に

よ
る
盛
大
な
市
歌
の
合
唱
で
幕
を

開
け
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
リ
ン
ツ

市
、
ル
ガ
ー
市
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
で
は
、
本
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
の
準
備
や
学
生
同

士
の
交
流
な
ど
を
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

市
誕
生
10
周
年
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
、
ル
ガ
ー
市
長
か
ら
紹
介
の

あ
っ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
交
響
曲
第

36
番
「
リ
ン
ツ
」
の
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、阿
久
津
市
長
が「
こ

の
10
年
間
は
順
風
満
帆
な
時
ば
か

り
で
は
な
か
っ
た
。
今
後
も
、
困

難
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
面
で
先
人
た
ち
か
ら
受
け

継
い
だ
開
拓
精
神
を
思
い
出
し
、

み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
で
必
ず
明
る
い
未

来
が
拓
け
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

✿
地
方
自
治
功
労

✿
社
会
福
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功
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✿
保
健
・
衛
生
・
環
境
功
労

後
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愛
子
（
井
口
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✿
消
防
・
水
防
・
防
犯
・

　
　
　
　
　
交
通
安
全
功
労
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樹（
大
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一
丁
目
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印
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光
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磯
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✿
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大
田
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那
須
塩
原
市
建
設
業
協
会

　
　
　
　
　
　
　
（
那
須
塩
原
市
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〈
敬
称
略
〉

　

市
の
発
展
に
尽
力
し
た
人
た
ち

の
功
績
を
た
た
え
る
表
彰
の
後

は
、「
私
が
思
い
描
く
未
来
の
那

須
塩
原
市
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
発
表
。

小
学
生
の
部
８
７
０
点
か
ら
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
横
林
小
・
東
泉

頼
人
さ
ん
は
「
夢
と
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
の
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
」、

中
学
生
の
部
２
２
０
１
点
か
ら
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
三
島
中
・
三

市
功
労
者
表
彰
受
賞
者

　10年前の平成17年1月1日、平成の大合併としては県内で
最初に、旧黒磯市・旧西那須野町・旧塩原町が合併して誕生
した那須塩原市。
　10月31日に黒磯文化会館で行われた市誕生10周年記念式
典では、市民や市内外から集まった関係者など約1200人が
10年の節目を祝いました。

↑市功労者として71人・3団体が受賞。市長から賞状が手渡されました
↓市の未来像を発表する東泉さん（写真左）と三輪さん

→
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
総
勢
３
０
０
人
に
よ
る
市
歌
の
大
合
唱

↑美しい音色でホールを包みました

↑お土産を配る高校生も自然と笑顔
　になっていました

式
典
で
初
披
露
！

幕
開
け
は
市
歌
の
大
合
唱

市
の
未
来
像
を

　
　
　
　
力
強
く
発
表

輪
絵
理
花
さ
ん
は
「
み
ん
な
に
愛

さ
れ
る
よ
う
な
市
に
な
っ
て
い
る

の
を
信
じ
て
い
る
」
と
市
の
未
来

像
を
発
表
し
ま
し
た
。

お
土
産
が
ヨ
ー
グ
ル
ト
！

出
席
者
は
興
味
津
々

　

式
典
後
に
は
、
出
席
者
へ
の
お

土
産
と
し
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
配
ら

れ
ま
し
た
。
那
須
拓
陽
高
校
の
生

徒
た
ち
が
、
世
話
を
し
て
い
る
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
か
ら
搾
乳
し
た
生
乳

と
試
作
を
重
ね
て
選
ん
だ
乳
酸
菌

を
使
い
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
共
同
開
発
し
た 

「
拓
ヨ
ー
グ
ル

ト
２
０
１
５
」。
本
市
な
ら
で
は

の
お
土
産
に
、
出
席
者
に
は
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
が
目
立
っ

た
今
回
の
記
念
式
典
。
こ
の
子
ど

も
た
ち
の
力
も
借
り
て
、
本
市
は

希
望
あ
る
未
来
へ
と
歩
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

希望ある未来へ…
市誕生10周年

記念式典

↑市内の小学生が10年の軌跡を紹介



45

りつま狩巻
野那須

　
　
　

倉
幕
府
を
開
い
た
武
将
・
源
頼
朝
が
、
那
須
野
が
原
で

　
　
　

行
っ
た
巻
狩
に
ち
な
み
、
20
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

那
須
野
巻
狩
ま
つ
り
。

　

10
月
24
日
に
那
須
塩
原
駅
西
口
駅
前
広
場

で
行
わ
れ
た
出
陣
式
で
は
、
直
径
２
・
２
ｍ

の
大
将
鍋
入
魂
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、

鍋
を
乗
せ
た
み
こ
し
が
駅
前
通
り
を
パ
レ
ー
ド
。

そ
の
後
、
翌
日
の
本
ま
つ
り
に
備
え
、
大
将
鍋
を
会
場
へ
―
―

　
　
　

珂
川
河
畔
運
動
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
た
本
ま

　
　
　

つ
り
は
、
地
元
産
の
グ
ル
メ
販
売
、
ス
テ
ー
ジ

周
辺
で
の
巻
狩
踊
り
大
会
、
巻
狩
シ
ョ
ー
、
伝
統
芸
能

な
ど
の
披
露
の
ほ
か
、
声
優
や
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
に

よ
る
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

当
日
は
少
し
ひ
ん
や
り
と
し
た
秋
風
が
吹
き
つ
け
る

中
、
ま
つ
り
の
音
と
１
杯
の
巻
狩
鍋
が
体
に
染

み
渡
っ
て
い
く
―
―

鎌那いざ出陣

１マツコデラックス？（B'z軍団・
TAIZOさん）　２ものまねショー
で会場を盛り上げた B'z 軍団の皆
さん　３剣舞で漂う緊張感　４息
を合わせて鹿を捕まえよう（巻狩
ショー）５会場内に響き渡る歌声

（sachiさんライブ）　６的を目掛け
て（流

や ぶ さ め

鏑馬）　７みこしでワッショ
イ！　８2,500食分の巻狩大将鍋　
９巻狩踊り大会でにぎやかさや足
並みの美しさを競う

１出陣を見送る大旗　２出陣す
る大将鍋山

だ し

車を先導（頼朝＆政
子）　３にぎやかな巻狩流し踊
り　４入魂神事を終えた大将鍋
５リズムに合わせてヒップホッ
プダンス　6・7 よさこいソーラ
ン（大原間小、東山道三蔵）　８
伝統の黒磯巻狩太鼓　９鎌倉の
鶴岡八幡宮より採火した種火　
10 餅つきぺったん　11 鼓笛隊
の大行進（波立小）

大将鍋出陣式（24日）

本まつり（25日）
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盛り上がりなさいよ!
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たくさんの思い出をありがとう
～金沢小学校閉校記念行事～

　金沢小学校は明治 6 年（1873年）に開校した市内
でも特に古い学校の１つですが、来年 3 月で 142
年の歴史に幕を下ろします。これに先立ち、11 月
7 日に同校で閉校記念行事が開催されました。この
日は地域の人たちから集めた同校に関するクイズ
大会などが行われたほか、揚げパンなどの懐かし
い給食が振る舞われました。会場を訪れていた女
性は、「最後に校歌が流れたときは目頭が熱くなり
ました」と話していました。

目指せ！エースストライカー
～市誕生10周年記念サッカー教室～

　10 月 11 日、日本サッカー協会から講師を招き、
青木サッカー場でサッカー教室が開催されました。
この日は、市内外から 168 人の子どもたちと 117
人の指導者が参加。午前中は、子どもたちが元Jリー
グコーチの手倉森 浩 氏と都 修一 氏から競技中の
周囲の状況把握などについて、午後は指導者たち
が、本市出身で元 J リーグ監督の原 博美 氏から「個
性を伸ばし、人として成長させる」指導のポイン
トについて学んでいました。

　18 日には、ファミリー広場で畜産フェアも開催。来
場者たちは、那須和牛の焼肉や地元産の豚肉のしゃぶ
しゃぶ、牛乳、乳製品に舌鼓を打っていました。獣医
師のお仕事体験や那須拓陽高校による搾乳体験では、
子どもたちも「畜産の魅力」を満喫していました。

畜産フェア

▼▼ ▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

　11 月 7・8 日の 2 日間、宇都宮共和大学那須キャ
ンパスで開催した「なすしおばら まなび博覧会（な
しお博）」は、多くの人でにぎわいました。
　小・中学生の作品展示や事例発表、コンサート、
郷土芸能、講演会など、たくさんの催しの中でも
特に体験コーナーが大人気。ALT と一緒にゲーム
や工作をしたり、昔のおもちゃで遊んだり、ブリ
ザード（写真）を疑似体験したり、日頃できない経
験に子どもたちは目をキラキラ輝かせていました。

見て・聞いて・体験して
学びの祭典"なしお博"

秋空の下  駆け抜けて
～那須塩原ハーフマラソン～

　11 月 3 日、くろいそ運動場を発着点に開催され
たハーフマラソン大会。距離の異なるコースにエ
ントリーした約 2,700 人がゴールを目指しました。
　スタート前には、ゲストランナーのお笑い芸人・
猫ひろしさんが「ランニャーの皆さん、一緒に頑
張りましょう」と激励。埼玉県から参加した男性
は「序盤の上りが辛かったけど、後半は下りで走
りやすかった。ゴール後のホットミルクとなめこ
汁が最高！」と、1 日を振り返っていました。

　10 月 17・18 日、にしなすの運動公園を中心とした
特設会場で西那須野産業文化祭が開催されました。
　会場では地元企業の出店ブースや多くの模擬店、焼
物や絵画などの作品展示、消防団による放水体験など
が行われ、多くの人でにぎわいました。

西那須野産業文化祭

▼▼ ▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
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中
身
を
空
に
し
て
か
ら
可
燃
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
中
身
を
抜
く
手
順

①
屋
外
で
作
業
し
、
周
囲
に
火
気

　

の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。

　

火
が
付
い
た
ら
吹
き
消
す

③
粘
着
テ
ー
プ
な
ど
で
レ
バ
ー
が

　

下
が
っ
た
状
態
に
し
て
お
く

④
中
身
が
空
に
な
っ
た
こ
と
を
確

　

認
す
る

　

今
年
度
に
入
り
、
ご
み
収
集
車
の
火
災
が
何
度
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
に
残
っ
た
可
燃
性
ガ
ス

が
原
因
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ご
み
と
し
て
出
す
場
合
は
、
必
ず
次

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
２
８
７（
68
）１
８
８
１

中
身
を
使
い
切
り
、
穴
を
開
け
て

不
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
穴
開
け
手
順

①
必
ず
屋
外
の
風
通
し
の
良
い
場

　

所
で
作
業
し
、
周
囲
に
火
気
の

　

な
い
こ
と
を
確
認
す
る

②
噴
射
口
か
ら
シ
ュ
ー
と
い
う
音

　

が
し
な
く
な
る
ま
で
ガ
ス
を
抜

　

き
、
専
用
機
材
で
穴
を
あ
け
る

刈
り
払
い
機
な
ど
の
燃
料
用（
混

合
）ガ
ソ
リ
ン
缶
は
、
中
身
を
使

い
切
り
フ
タ
を
開
け
た
状
態
で
不

燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
フ

タ
を
し
た
ま
ま
だ
と
、
中
に
気
化

し
た
ガ
ソ
リ
ン
が
残
り
と
て
も
危

険
で
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
・

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

　
（
混
合
）ガ
ソ
リ
ン
缶

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

   　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
み
収
集
車
の
火
災
が
発
生

  　
　
　

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

生活排水処理基本構想（改定版）について、
市民の皆さんから広く意見を募集するため、
パブリックコメントを行っています。

12月11日まで意見募集中

▶意見を提出できる人　市民、市内勤務・通学者、　
　市内に事務所・事業所を持つ個人や法人、本件に　
　利害関係を有する個人・法人・その他の団体
▶募集（閲覧）期限　12 月 11 日㈮
▶閲覧場所　西下水道課、市ホームページ
▶提出方法　意見書の様式に氏名、住所、意見を記入
　し、西下水道課の窓口、郵送、ＦＡＸ、電子メー
　ルのいずれかの方法で提出してください
※意見書の様式は、西下水道課の窓口に備えてあるほ
　か、市ホームページからもダウンロードできます。
※電話による意見の受け付けは行いません。
※氏名、住所は必ず記入してください。
※個人情報は目的以外には使用せず、公表しません。
※提出された文書は返却できません。
▶意見の公表　提出された意見は、その内容や市の考
　え方を取りまとめ、西下水道課の窓口や市ホームペ
　ージで公表します。ただし、本件に直接関係がない
　意見には市の考え方は示しません
▶提出先・問い合わせ
　西下水道課　〠329-2792 あたご町 2-3 
　☎0287（37）5921　FAX0287（37）5115
　　gesuidou@city.nasushiobara.lg.jp

　市の貴重な財産である清らかな水を
守っていくため、生活排水処理施設を
計画的に整備するための構想です。生
活排水処理施設とは、水質汚濁の原因
となるトイレや台所などの生活排水を
適正に処理する公共下水道や浄化槽な
どのことを言います。
　今回は、平成 22 年度に策定した構想
を見直し、平成 28 年度から平成 47 年
度までの構想を策定します。

　　 生活排水処理基本構想 に対する意見を募集しています

きれいな水を守るのに
とっても大切な計画だよ！

計画給水人口 117,700 人

給水区域内人口 116,874 人
給水人口　

（普及率）
115,029 人
（98.4％）

給水区域内戸数　 47,136 戸
給水戸数　

（普及率）
46,376 戸
（98.4％）

資産の部 負債の部
固定資産 242億6,337万円 固定負債 91億1,691万円

  有形固定資産 242億6,174万円   企業債 91億1,662万円

  無形固定資産 163万円 その他 29 万円

流動資産 21億 219万円 流動負債 7億4,011万円

  現金預金 17億2,366万円 未払金 1億6,067万円

  未収金 2億3,226万円 預り金 1億 208万円

  貯蔵品 2,018万円 引当金 874万円

  その他 1億2,609万円 その他 4億6,862万円

繰延収益 64億1,283万円

負債合計 162億6,985万円

資本の部
自己資本金 36億5,217万円

  剰余金 64億4,354万円

資本合計 100億9,571万円

資産合計 263億6,556万円 負債・資本合計 263億6,556万円

費用の部 収益の部
営業費用 20億4,487万円 営業収益 23億 468万円

原水及び浄水費 7億9,394万円 水道料金 22億3,717万円

配水及び給水費 1億7,275万円 その他 6,751万円

総係費 2億 404万円 営業外収益 2億9,706万円

減価償却費 8億6,702万円 受取利息 63万円

資産減耗費 712万円 他会計補助金 1,886万円

営業外費用 2億1,125万円 長期前受金戻入 2億3,902万円

支払利息 2億 823万円 雑収益 3,855万円

雑支出 302万円 特別利益 3億8,066万円

特別損失 1,728万円

費用合計 22億7,340万円 収益合計 29億8,240万円

当年度純利益 7億 900万円

※１…年間に配水池から送り出された水量
※２…年間に料金の対象となった水量
※３…総有収水量÷総配水量×100　
※４…水道水１㎥を供給するためにかかった費用
※５…水道水１㎥あたりの販売価格

　水道の施設を造るために必要とした経費と財源です。
　主な施設整備は、老朽管更新事業（管延長 16.5㎞）
と配水管整備事業（管延長 3.7㎞）などで、財源として
2 億 8,400 万円を借り入れています。不足する収入額 13
億 4,252 万円は、内部留保資金などで補塡しました。

　水道水を供給するために必要とした経費と収入です。
水道料金などの総収入は 29 億 8,240 万円で、総支出は
22 億 7,340 万円、差し引き 7 億 900 万円の純利益は、
将来の建設改良などに充てるため積み立てました。

資本的収支

貸借対照表

総配水量  ※１ 16,438,040㎥ 

総有収水量   ※２ 12,775,669㎥ 

有収率  ※３ 77.7%

給水原価  ※４ 157.89 円 

供給単価  ※５ 175.11 円 

職員数　 27 人

業務状況

　貸借対照表は、財政状況を明らかにするため、決算時
に保有する全ての資産、負債や資本を表し、投入された
資本がどのような機能を発揮し、どのように運用されて
いるかを示すものです。

　平成 26 年度の市水道事業会計の決算状況
をお知らせします。

平成26年度
水道事業
決算の概要

収益的収支

損益計算書
　損益計算書は、１年間の全ての収益と費用、純損益
を表し、期間中どのような経営活動によってどれだけ
の効果があったかを示すものです。

原水及び浄水費…水源から採取した水をろ過滅菌し水道水をつ
　　　　　　　　 くる設備維持のための費用
配水及び給水費…つくった水道水を給水するための配水池、配水
　　　　　　　　管やその他設備の維持管理にかかる費用
総係費…水道料金の調定や収納に関連した水道事業経営の費用

借入金
2億

8,400万円

負担金など
2億705万円

10億円 10億円20億円 20億円

不足額
13億4,252万円

施設や水道管などを
更新・拡張した経費

13億8,797万円

借入金元金
の返済

4億4,560万円

水道料金
22億3,717万円

加入金など
7億4,523万円

人件費
1億

5,636万円

（平成27年3月31日現在）

支払利息
2億823万円

減価償却費
8億

6,702万円

受水費
5億

2,925万円

維持管理費など
5億1,254万円

純利益
7億

900万円

収入：29億8,240万円収入： 4億9,105万円

支出：22億7,340万円支出：18億3,357万円

30億円

生活排水処理基本構想とは？

問い合わせ  西水道課 ☎0287（37）5145
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お
知
ら
せ

障
害
者
控
除
対
象
認
定
書

を
発
行
し
ま
す

年
末
の
交
通
安
全
・
地
域

安
全
市
民
総
ぐ
る
み
運
動

を
実
施
し
ま
す

鳥
獣
管
理
士
を
皆
さ
ん
の

集
落
に
派
遣
し
ま
す

　

税
の
申
告
の
際
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

障
害
者
控
除
や
特
別
障
害
者
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
（
要
支
援

認
定
者
を
除
く
）
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
人
で
、
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
と
同
程
度
の
障

害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
人
も
、

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
認
定
証
を
受
け
る

に
は
窓
口
で
申
請
が
必
要
で
す
。

※
次
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は

　

申
請
不
要
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級

○
療
育
手
帳
Ａ（
Ａ
１
、Ａ
２
）

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

　

１
級

▼
申
請
期
間　
11
月
24
日
㈫
～
来

　

年
3
月
15
日
㈫

※
窓
口
で
申
請
を
す
る
人
の
印
か

　

ん
と
身
分
証
明
書
が
必
要
。

▼
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

○
本
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
１
３

○
西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
６
２
３
１

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
１
２

　

12
月
11
日
か
ら
31
日
ま
で
、
年

末
の
交
通
安
全
・
地
域
安
全
市
民

総
ぐ
る
み
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
は
、
外
出
や
飲
酒
の
機
会

〈
鳥
獣
管
理
士
と
は
〉

　

鳥
獣
被
害
対
策
の
専
門
家
で

す
。
野
生
獣
の
生
態
に
詳
し
く
、

被
害
軽
減
に
向
け
て
、
効
果
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
集
落
単
位
で
伺
い
ま
す
〉

　

野
生
動
物
の
生
態
を
学
ぶ
こ
と

で
、
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
、
野

生
獣
の
習
性
に
応
じ
た
被
害
対
策

を
地
域
の
皆
さ
ん
で
学
習
し
ま

す
。
地
域
の
被
害
現
状
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
実
態
に
沿
っ
た
対
策

（
効
果
的
な
罠
・
防
除
柵
の
設
置

集
落
の
環
境
改
善
）
の
指
導
が
受

け
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
無
料
で
す
。

※
集
落
単
位
で
の
派
遣
に
な
り
ま

　

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
農
林
整
備
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
４
８

交
通
遺
児
基
金
配
分
金
を

贈
呈
し
ま
す

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
を
、
交

通
遺
児
に
贈
呈
し
ま
す
。

▼
対
象　
次
の
全
て
の
条
件
を
満

　

た
す
児
童
・
生
徒

①
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で
、

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
義
務
教
育
中
の
人

③
交
通
事
故
で
父
母
か
父
母
の
一

　

方
を
亡
く
し
て
い
る
人

※
特
別
支
援
学
校
を
含
む
市
内
の

　

小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る

　

児
童
・
生
徒
は
、
各
学
校
に
調

　

査
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

〈
市
外
の
学
校
に
在
籍
す
る
人
は
〉

　

市
外
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
人
は
、
11
月
30
日
ま
で
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
２
２

塩

冬
季
積
雪
・
凍
結
の
た
め

一
部
の
市
道
が
全
面
通
行

止
め
に
な
り
ま
す

〈
市
道
板
室
沼
原
線
〉

▼
通
行
止
め　
12
月
25
日
㈮
～
来

　

年
4
月
22
日
㈮

〈
市
道
旧
新
湯
線
〉

▼
通
行
止
め　
12
月
14
日
㈪
～
来

　

年
4
月
11
日
㈪

※
春
の
開
通
日
は
、
降
雪
状
況
に

　

よ
り
遅
れ
る
場
合
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
道
路
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
６
４

湯っ歩の里

　消防署
（塩原分署）

旧国道
　400号
至
関
谷

通
行
止
区
間

日塩
もみじ
ライン

至
新
湯

大沼

至
那
須

沼ッ原
調整池

ゴルフ場

那
須
町

那須白笹温泉郷
別荘地

至板室

沼原橋

乙女の滝

通
行
止
区
間

防
火
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　

黒
磯
那
須
防
火
管
理
者
協
会
で

は
、
旧
黒
磯
・
那
須
地
区
の
各
小
・

中
学
校
か
ら
募
集
し
た
防
火
ポ
ス

タ
ー
の
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

▼
金
賞

・
月
井
慶
宣
（
高
林
小
１
年
）

・
押
久
保
佑
生
（
稲
村
小
２
年
）

・
後
藤
亜
妃
（
豊
浦
小
４
年
）

・
田
﨑
祥
悟
（
日
新
中
１
年
）

・
赤
羽
寛
大
（
黒
磯
北
中
３
年
）

林
業
退
職
金
は

受
け
取
り
ま
し
た
か

◆
漏
れ
な
く
手
続
き
を

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
、
林
業

退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）に
加

入
し
て
い
た
人
で
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

受
け
取
り
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

自
身
が
林
退
共
に
加
入
し
て
い

た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
加
入
の
状
況
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
罹
災
者
に
も
迅
速
に
対
応

　

台
風
な
ど
の
災
害
で
罹
災
し
た

共
済
契
約
者
・
被
共
済
者
に
各
種

手
続
き
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退

職
金
の
請
求
な
ど
）
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
は
、
可
能
な
範
囲
で
速

や
か
に
対
応
し
ま
す
。
心
当
た
り

の
あ
る
人
は
、問
い
合
わ
せ
の
上
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
制
度
の
詳

　

細
や
今
回
の
お
知
ら
せ
の
内
容

　

を
詳
し
く
案
内
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
独
立
行
政
法
人

　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

広
報
な
す
し
お
ば
ら
10
月
20

日
号
12
ペ
ー
ジ
掲
載
「
栃
木

県
最
低
賃
金
」
の
記
事
に
つ

い
て
、
問
い
合
わ
せ
先
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
正
し
い
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

　
金
室

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

〈
高
等
工
科
学
校
生
徒
〉

◆
推
薦（
学
校
長
の
推
薦
が
必
要
）

▼
試
験
日　
来
年
１
月
９
日
㈯
～

　

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
伴

い
、
そ
の
変
更
案
が
各
窓
口
で
見

ら
れ
ま
す
。
期
間
中
、
市
民
や
利

害
関
係
の
あ
る
人
は
、
変
更
案
に

対
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
と
き

　

11
月
27
日
㈮
～
12
月
11
日
㈮

▼
と
こ
ろ
・
意
見
書
提
出
先

・
県
都
市
計
画
課
（
宇
都
宮
市
塙

　

田
1
‐
1
‐
10
）

・
県
大
田
原
土
木
事
務
所
企
画
調

　

査
課
（
大
田
原
市
紫
塚
２
‐
２

　

５
６
４
‐
１
）

・
本
都
市
計
画
課

▼
都
市
計
画
道
路
の
名
称

①
３
・
４
・
１
号
本
郷
通
り

②
３
・
４
・５
号
東
豊
通
り

③
３
・
４
・
６
号
東
栄
仲
通
り

④
３
・
２
・
１
号
東
那
須
野
大
通
り

⑤
３
・
３
・５
号
黒
磯
本
通
り

▼
意
見
書
の
提
出
方
法

　

①
～
③
は
市
長
、
④
⑤
は
知
事

　

あ
て
に
意
見
書
提
出
先
へ
持
参

　

か
郵
送
で
提
出

※
ど
の
意
見
書
提
出
先
で
も
受
け

　

付
け
可
能
で
す
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
要
旨
は

　

都
市
計
画
審
議
会
に
提
出
さ
れ

　

ま
す
。

陸
上
自
衛
隊

“
高
等
工
科
学
校
生
徒
”

“
自
衛
官
候
補
生
”　
募
集

都
市
計
画
道
路
の

変
更
案
が
見
ら
れ
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

〈
路
線
①
②
③
に
つ
い
て
〉

○
本
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
５
９

〈
路
線
④
⑤
に
つ
い
て
〉

○
県
都
市
計
画
課

　
☎
０
２
８（
６
２
３
）２
４
６
５

○
県
大
田
原
土
木
事
務
所

　
☎
０
２
８
７
（
23
）
５
８
８
２

  

募
集

（　）は前年同月との比較です。

○ 9月の交通事故発生状況（人身事故）
発生件数  死亡者 負傷者

9月中 27件（－  5） 2人（＋ 1）　 27人（－  7）
うち高齢者 11件（＋  4） 2人（＋ 2）　  5人（＋  1）
27年累計 266件（－40） 9人（＋ 4）　 337人（－53）

うち高齢者 88件（－  4） 5人（＋ 3）　 49人（－  7）

▶問い合わせ　本生活課 　☎（62）7127

検
索

林
退
共

▼
銀
賞

・
菊
地
夏
音
（
高
林
小
１
年
）

・
室
井
陽
太
郎（
大
原
間
小
２
年
）

・
大
武
舞
花
（
埼
玉
小
５
年
）

・
髙
久
由
伊
（
埼
玉
小
６
年
）

・
東
泉
文
菜
（
日
新
中
１
年
）

・
小
林
遥
香
（
厚
崎
中
２
年
）

・
秋
元
莉
奈
（
日
新
中
３
年
）

▼
銅
賞

・
鈴
木
沙
斗
希
（
東
原
小
３
年
）

・
落
合
紗
菜
（
埼
玉
小
４
年
）

・
中
野
由
之
承
（
埼
玉
小
５
年
）

・
齊
藤
憂
海
（
黒
磯
小
６
年
）

・
山
口
夏
生
（
厚
崎
中
２
年
）

・
渡
辺
優
己
（
黒
磯
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

▼
問
い
合
わ
せ

○
黒
磯
那
須
防
火
管
理
者
協
会

　
（
事
務
局
：
黒
磯
消
防
署
内
）

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
０
８
６
３

が
増
え
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
多

発
す
る
時
期
で
す
。
交
通
事
故
や

犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
日
頃

か
ら
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

▼
安
全
運
動　
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動
」
を

　

心
掛
け
ま
し
ょ
う

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

　

を
防
止
し
ま
し
ょ
う

③
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い

④
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐

　

欺
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

⑤
子
ど
も
・
女
性
の
犯
罪
被
害
を

　

防
止
し
ま
し
ょ
う

⑥
乗
物
盗
難
被
害
に
気
を
付
け
ま

　

し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
生
活
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
） 

７
１
２
７

　

11
日
㈷
㈪
の
間
の
い
ず
れ
か
１

　

日
を
指
定

▼
試
験
会
場

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市

▼
対
象　
中
学
校
卒
業
か
卒
業
見

　

込
み
で
、
平
成
28
年
4
月
1
日

　

時
点
で
17
歳
未
満
の
男
子

▼
申
込
期
限　
12
月
４
日
㈮

◆
一
般

▼
試
験
日

○
１
次
…
来
年
１
月
23
日
㈯

○
２
次
…
来
年
２
月
４
日
㈭
～
７

　
　
　
　

日
㈰
の
間
の
い
ず
れ
か

　
　
　
　

1
日
を
指
定

▼
試
験
会
場

○
１
次
…
大
田
原
か
宇
都
宮
市
内

　
　
　
　

の
ど
ち
ら
か
を
指
定

○
２
次
…
宇
都
宮
市
内

▼
対
象　
中
学
校
卒
業
か
卒
業
見

　

込
み
で
、
平
成
28
年
4
月
1
日

　

時
点
で
17
歳
未
満
の
男
子

▼
申
込
期
限　
来
年
１
月
８
日
㈮

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

▼
試
験
日　
12
月
５
日
㈯
・
６
日

　

㈰
の
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定

▼
試
験
会
場　
宇
都
宮
市
内

▼
対
象　
平
成
28
年
4
月
1
日
時

　

点
で
18
～
26
歳
の
男
子

▼
申
込
期
限　
12
月
２
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

　
大
田
原
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
８
７
（
22
）
２
９
４
０
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あ
な
た
の
企
画
・
提
案
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う

綱
引
き
教
室

　

市
で
は
、
市
民
提
案
型
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
と
し
て
、

公
益
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
熱
意
と
ア
イ
デ
ア
に
満
ち

た
企
画
・
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
事
業　
社
会
的
・
地
域
的

　

な
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
事

　

業
（
テ
ー
マ
は
自
由
）

▼
対
象
団
体　
市
内
で
の
活
動
実

　

績
が
１
年
以
上
あ
り
、
規
約
な

　

ど
を
定
め
て
い
る
団
体

▼
事
業
期
間　
来
年
４
月
～
平
成

　

29
年
２
月
28
日

▼
補
助
金
額　
対
象
経
費
の
10
分

　

の
８
以
内
の
額（
上
限
80
万
円
）

※
継
続
事
業
の
場
合
、
補
助
率
が

　

下
が
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　

来
年
１
月
４
日
㈪
～
25
日
㈪

▼
審
査
方
法　
書
類
審
査
、
プ
レ

　

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

〈
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
〉

▼
と
き　
12
月
５
日
㈯
午
後
１
時

　

30
分
～
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
西
那
須
野
公
民
館

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
５
１

　

綱
引
き
は
、
体
力
の
他
に
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
綱

引
き
の
練
習
を
通
し
て
、
体
力
作

り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
11
月
21
日
～
12
月
19
日

　

の
毎
週
土
曜
と
12
月
20
日
㈰

　

午
後
８
時
～
９
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

大
貫
小
学
校
体
育
館

▼
対
象　
市
民
、
市
内
勤
務
者

▼
そ
の
他

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い

※
行
事
な
ど
が
重
な
る
場
合
は
、

　

中
止
の
場
合
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
綱
引
き
連
盟
（
臼
井
）

☎
０
９
０（
１
０
５
２
）２
３
８
９

◆選考方法
・1次選考（書類審査）
　→1月中に実施し、2月上旬に結果を通知
・2次選考（面接）
　→1月下旬～2月下旬に実施予定
※2次選考の結果は3月中旬に通知します。
◆申し込み・問い合わせ
・表中①～⑥　西学校教育課　☎（37）5289　
・表中⑦～⑧　児童生徒サポートセンター　☎(63)8626

職名 主な仕事内容 資格・要件 勤務時間 勤務先 賃金 保険

① 市採用教師

 教科指導、児童・生
 徒の個別指導と学級
 支援、不登校生徒の
 対応など

 教員免許状を持つ人
 7時間45分 市内の

小・中学校

 月額
 195,000円※1

社会保険
雇用保険

 5時間45分  時給1,500円 雇用保険

② 生活支援員  小学校要配慮児童の
 学校生活の支援  体力があり子ども

 が好きな人か経験者

 5時間45分 市内の
小学校

 時給1,000円

雇用保険

③ 生徒支援員  中学校要配慮生徒の
 学校生活の支援  5時間45分 市内の

中学校 雇用保険

④ 図書支援員
 図書の整理、貸出・
 返却、図書室の環境
 整備、本の読み聞かせ

 司書の資格を持つ人、
 読み聞かせや図書館
 ボランティアの経験者

 4時間
 （週2日）

市内の
小・中学校  時給950円 なし

⑤ 理科支援員  小学校理科の
 実験・ 観察の補助

 小学校理科教育の
 知識を持った人

 週当たり
 20～28時間
 程度※2

市内の
小学校

 時給1,000円

雇用保険

⑥ 心の教室
相談員

 児童・生徒や保護者の
 悩み相談、不登校児童・
 生徒への支援、学校の
 教育相談活動への支援

 教育相談に関して
 十分な知識を持った人

 小学校4時間
 (週2日)
 中学校6時間
 (週3日)  

市内の
小・中学校 なし

⑦ 教育相談員
 不登校児童・生徒の学
 校復帰を支援するため
 の適応指導

 教員免許状を持つ人か
 教育に関して十分な知
 識を持ち、児童・生徒
 に寄り添うことのでき
 る人

 6時間
 (週4日)

適応指導
教室

・ふれあい
・あすなろ

 月額
 145,000円 雇用保険

⑧ 教育指導員

 不登校や不登校傾向の
 児童・生徒の学校復帰
 を支援するための適応
 指導

 宿直勤務が可能で教員
 免許状か看護師資格を
 持ち、不登校児童・生
 徒の指導に誠意をもっ
 て取り組める人

 7時間45分 宿泊体験館
メープル※ 3

 月額
 195,000円※1

 ※宿直手当
　 4,200円

社会保険
雇用保険

◆対象年齢　おおむね20～50歳（平成28年4月1日現在）
◆雇用期間　平成28年4月～29年3月
◆募集人数　いずれも若干名
◆諸手当　勤務先まで片道２km 以上の場合、通勤手当相
　　　　　当分を支給（上限あり）
◆申込方法
　西学校教育課窓口か市ホームページで取得できる履歴
　書に必要事項を記入し、持参・郵送で申し込み
◆申込期限　来年1月22日㈮

◆募集内容

※1　特別賃金（ボーナス）最大2カ月分を支給。　　※2　勤務校との相談により決定します。
※3　宿泊体験館メープルは、不登校や不登校傾向の小・中学生が、宿泊や日帰りでさまざまな
　　  体験をすることで、基本的な生活習慣や社会性を身に付け、学校復帰を目指すところです。

　市教育委員会では、平成 28 年度から市内の小・中学校で勤務する市採用教師などを募集します。

合 計 116,813 人 （－ 38）
男   57,894 人 （－ 40）
女   58,919 人 （+    2）

世 帯   46,656 世帯 （+  24）
出 生          78 人　 転 入  287 人
死 亡          92 人　 転 出  311 人

  平成 22 年国勢調査をもとに算出しています。

○ 11月の人口

▶問い合わせ　 本市民課　☎（62）7132

11月1日現在（　）は前月比

  

研
修
・
教
室
・
講
座

子
ど
も
の
個
性
を
伸
ば
す

市
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

　

フ
ジ
テ
レ
ビ
番
組
「
と
く
ダ

ネ
！
」
や
「
ホ
ン
マ
で
っ
か
!?
T

V
」
に
出
演
し
た〝
い
む
ら
き
よ

し
氏
〟が
、
す
ぐ
に
使
え
る
子
育

て
実
践
法
を
解
説
し
ま
す
。
親
子

で
も
楽
し
め
る
講
演
会
で
す
。

▼
テ
ー
マ　
７
日
間
で
子
ど
も
の

　

個
性
を
１
２
０
％
輝
か
せ
る
楽

　

し
い
実
践
法

▼
と
き　
12
月
19
日
㈯
午
後
１
時

　

30
分
～
（
1
時
開
場
）

▼
と
こ
ろ　
三
島
ホ
ー
ル

▼
定
員　
４
５
０
人

▼
入
場
料　
無
料

▼
申
込
方
法

○
市
内
小
・
中
学
校
の
保
護
者
は

　

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ

　

を
通
し
て
申
し
込
み

○
一
般
参
加
は
西
生
涯
学
習
課
・

　

三
島
公
民
館
に
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　
12
月
４
日
㈮

〈
無
料
の
託
児
あ
り
ま
す
〉

　

希
望
者
は
、
申
込
期
限
ま
で
に

　

T
P
P
を
始
め
と
す
る
国
際

競
争
化
へ
の
対
応
や
食
料
自
給
率

の
向
上
、
安
全
・
安
心
な
食
料
の

安
定
供
給
へ
の
要
請
に
応
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
農
業
農
村

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
転
換

期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
済
の
専
門
家
を
招
き
、

新
た
な
時
代
に
対
応
し
て
い
く
た

め
の
農
業
経
営
の
あ
り
方
を
学
び

ま
す
。

▼
と
き

　

12
月
11
日
㈮
午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
不
安
定
化
す
る
国
際
食

　

糧
事
情
と
日
本
農
業
の
課
題

▼
講
師

　

柴
田
明
夫
氏
（
資
源
・
食
糧
問

　

題
研
究
所
代
表
、
市
内
出
身
）

▼
入
場
料　
無
料

▼
申
込
期
限　
12
月
７
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
農
業
公
社

　
　
　
　
　
☎
（
60
）
１
２
８
３

農
業
経
営
改
善
講
演
会

　

西
生
涯
学
習
課
ま
で
申
し
込
み

※
定
員
20
人
（
１
歳
～
未
就
学
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
３
６
４

　
　

shougai@

　

city.nasushiobara.lg.jp

○
三
島
公
民
館

　
　
　
　
　
☎
（
36
）
８
５
３
１

いむら きよし氏

 個人住民税は
　 特別徴収（給与天引き）で納めましょう
　県内一斉の取り組みとして、今年度から特別徴
収を行う義務のある事業主を「特別徴収義務者」
に指定しました。
　事業主の皆さんには、法人・個人を問わず、全
ての従業員について、特別徴収してもらう必要が
あります。
　　　　▶問い合わせ　本課税課　☎（62）7121

あなたの力を子どもたちのために
～小・中学校で働く市採用教師などを募集～
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くらしの情報※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

1415

　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

来
年
１
月
８
日
㈮
午
後
３
時
～

▼
と
こ
ろ　
割
烹　

石
山

▼
参
加
費　
４
千
円

※
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
み
。

▼
申
込
期
限　
12
月
18
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
新
春
賀
詞
交
歓
会
事
務
局

・
市
商
工
会

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
０
３
７
３

・
市
商
工
会
塩
原
支
所

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
３
７
６
７

・
西
那
須
野
商
工
会

　
　
　
　
　
☎
（
36
）
０
６
９
７

　

誰
で
も
出
席
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
12
月
９
日
㈬

▼
と
こ
ろ　
黒
磯
文
化
会
館

▼
内
容

○
記
念
式
典　

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

○
記
念
芸
術
鑑
賞
会

　
「
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
の
大
冒
険
」

　

講
師　

青
島
広
志
氏（
作
曲
家
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
県
立
黒
磯
南
高
等
学
校

　
　
　
　
　
☎
（
63
）
０
３
７
３

　

国
際
色
豊
か
な
パ
ー
テ
ィ
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
12
月
19
日
㈯

▼
と
こ
ろ　
割
烹　

石
山

▼
内
容

【
第
１
部
…
午
後
３
時
～
５
時
】

世
界
の
絵
本
を
楽
し
む
会

～
世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

　
　
　
　
　
　
様
子
を
知
ろ
う
～

　

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
世
界
の
ク
リ

ス
マ
ス
に
関
す
る
絵
本
を
読
み
、

各
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
過
ご
し
方

の
話
を
聞
き
ま
す
。

○
参
加
費
…
小
学
生
以
上
５
０
０

　

円
（
お
菓
子
・
飲
み
物
つ
き
）

【
第
２
部
…
午
後
６
時
～
８
時
】

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

　

楽
し
い
音
楽
と
食
事
で
異
文
化

交
流
し
ま
せ
ん
か
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

交
換
の
参
加
希
望
者
は
、
各
自
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費
…
小
学
生
千
円
、
中
学

　

生
以
上
２
千
円
（
食
事
・
飲
み

　

物
つ
き
）

▼
申
込
期
限　
12
月
10
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
国
際
交
流
協
会
（
和
田
）

　
　
　
　
　
☎
（
64
）
５
０
７
０

▼
と
き　
来
年
1
月
23
日
㈯
・
24

　

日
㈰
（
１
泊
２
日
）

▼
と
こ
ろ　
県
子
ど
も
総
合
科
学

　

館
、
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

▼
定
員　
県
全
体
で
約
40
人

▼
内
容

○
県
子
ど
も
総
合
科
学
館

　

→
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
賞
、
太

　
　

陽
観
察

○
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

→
星
空
観
察
、
科
学
実
験
、
科

　
　

学
工
作
な
ど

▼
参
加
費

・
大
人　
　
　
　
　

５
２
０
０
円

・
高
校
生　
　
　
　

３
７
０
０
円

・
中
学
生　
　
　
　

３
０
０
０
円

・
小
学
生　
　
　
　

２
８
０
０
円

・
３
歳
以
上
学
齢
前
２
０
０
０
円

・
３
歳
未
満　
　
　
　

３
０
０
円

▼
申
込
方
法　
事
業
名
、
住
所
、

　

代
表
者
氏
名
（
漢
字
・
ふ
り
が

　

な
）、
電
話
番
号
、
全
参
加
希

　

望
者
の
氏
名
、
性
別
、
１
月
23

　

日
現
在
の
年
齢（
学
年
）を
添
え

　

て
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
・

　

メ
ー
ル
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　
12
月
21
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　
〠
３
１
１
‐
１
４
１
２

　
茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６
‐
２

市
新
春
賀
詞
交
歓
会

県
立
黒
磯
南
高
等
学
校

創
立
40
周
年
記
念
式
典

親
睦

　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

W
E

　LO
V
E

　
　
　
　
　
サ
イ
エ
ン
ス

  
催
し

内容 とき 定員 申込開始日
 パン教室（スイート
 ポテトパン）

 10日㈰
 午前9時～ 12人  12月4日㈮

 午前9時～

 手打ちうどん教室  17日㈰
 午前9時30分～ 20人 募集中

 まんじゅう作り教室
 （かぼちゃまんじゅう）

 24日㈰
 午前9時30分～ 20人  12月10日㈭

 午前9時～

 手打ちそば教室  31日㈰
 午前9時30分～ 20人 募集中

○田舎ランド鴫内　1月の体験活動・教室
行事・講座名 区分 とき

 水
すいせき

石展 催し物  4日㈮～6日㈰

 クリスマスリースづくり 講座  6日㈰
 午前10時～正午

 那須連峰の花写真展 催し物  8日㈫～1月7日㈭

 ミニ門松づくり 講座  20日㈰
 午前9時～正午

○那須野が原公園 緑の相談所　12月の催し

※各教室で使用する材料費は自己負担です。
※子ども会育成会や自主グループなどの活動の場としても施
　設の貸し出しをしています。
▶申し込み・問い合わせ　田舎ランド鴫内　 ☎ (68)7006

※講座の申し込みは、開催日の1カ月前から受け付けてい
　ます。
▶申し込み・問い合わせ
　那須野が原公園緑の相談所　☎ (36)1220

○塩原温泉ビジターセンター　イベント情報

※スノーシューの器具をレンタルする場合には、参加費の他に別途 500 円が必要です。
▶申し込み・問い合わせ　塩原温泉ビジターセンター 　☎／ＦＡＸ (32)3050　 so.visitor@energy.ocn.ne.jp

塩原の四季を楽しむ！～スノーシューイベント～　集合場所：塩原温泉ビジターセンター
イベント とき ところ 内容 定員 参加費 申込開始日

 スノーシュー
 ハイキング①

 1月31日㈰
 午前9時～午後0時30分

 奥塩原温泉
 地区ほか

 冬の塩原で大自然を丸ごと楽しもう！
 純白の雪原でスノーサファリ 30人 1,200円※ 12月21日㈪

ネイチャーウオーク大沼公園〔現地集合・解散イベント〕　集合場所：大沼公園駐車場
とき 内容 定員 参加費 申込開始日

 1月24日㈰
 午前9時30分～正午

 スノーシューで大沼公園の森へ。
 アニマルトラッキングを通して動物たちの営みを観察します 30人 500円※ 12月21日㈪

広　
告

国民年金基金は、国民年金に加入している人のための公的な年金制度です！！
・資料請求やお問い合わせは、フリーダイヤルやインターネット
　またはリーフレットに添付されてるハガキをご利用ください。
・リーフレットは、市役所や商工会などにも置かせていただいて
　ます。

栃　木　県　国　民　年　金　基　金
宇都宮市昭和1-7-10　東昭ビル4階

0120－65－4192フリーダイヤル
www.npfa.or.jp

掛金が全額社会保険料
控除で、税金がおトクです！

掛
金 掛

金

　
☎
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
４

　
FAX
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
８

　
　

kaihin-info@
tm

f.or.jp

市
綱
引
き
交
流
大
会

市
長
杯
争
奪

市
民
弓
道
大
会（
納
射
会
）

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

▼
と
き

　

12
月
20
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　
に
し
な
す
の
運
動
公

　

園
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象　
市
民
、
市
内
勤
務
者

▼
内
容

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部（
小
学
生
の
部
、

　

中
学
生
の
部
）

・
一
般
の
部
（
男
子
の
部
、
女
子

　

の
部
、
混
合
の
部
）　

※
各
チ
ー
ム
の
参
加
人
数
に
よ
り

　

６
～
８
人
の
試
合
と
し
ま
す
。

　
（
混
合
は
男
女
半
分
の
人
数
）

▼
参
加
費　
１
チ
ー
ム
千
円

▼
申
し
込
み

○
市
綱
引
き
連
盟
（
臼
井
）

☎
０
９
０（
１
０
５
２
）２
３
８
９

○
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

　
　
　
　
　

FAX
（
37
）
５
４
７
９

▼
申
込
期
限　
12
月
12
日
㈯

▼
そ
の
他

・
組
み
合
わ
せ
の
抽
選
は
当
日
行

　

い
ま
す

・
練
習
や
講
習
会
は
相
談
に
よ
り

　

出
張
し
ま
す

・
昼
食
な
ど
は
各
チ
ー
ム
で
用
意

　

し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
綱
引
き
連
盟
（
臼
井
）

☎
０
９
０（
１
０
５
２
）２
３
８
９

▼
と
き

　

12
月
20
日
㈰
午
前
９
時
～

▼
と
こ
ろ

　

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー
弓
道
場

▼
対
象　
市
民
、
市
内
勤
務
者

▼
定
員　
20
人

▼
参
加
費　
千
円（
昼
食
代
含
む
）

▼
申
込
期
間

　

12
月
8
日
㈫
～
16
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
弓
道
連
盟
（
高
久
）

　
　
　
　
　
☎
（
36
）
０
８
１
２

▼
と
き

　

12
月
20
日
㈰
正
午
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　
に
し
な
す
の
運
動
公

　

園
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象　
市
民
、
市
内
勤
務
・
通

　

学
者
、
協
会
会
員

▼
定
員　
30
人

▼
参
加
費　
２
０
０
円（
保
険
代
）

▼
申
込
期
間

　

12
月
1
日
㈫
～
18
日
㈮

▼
そ
の
他　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

　

飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
那
須
塩
原
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

　
ク
協
会
（
河
内
）

　
　
　
☎
・
FAX
（
36
）
６
１
３
１

☎
０
９
０（
４
７
１
２
）８
５
３
９

　
（
午
前
８
時
～
午
後
８
時
）

　
　

nasudiscgolf2000@

　
　
　
　
　
　
　

yahoo.co.jp

12 月 の 納 税
12月25日㈮が納期限です

●固定資産税　　　　　　第3期
●国民健康保険税　　　　第6期
●後期高齢者医療保険料　第6期
●介護保険料　　　　　　第5期

～納税は便利な口座振替で～

※単位は全てマイクロシーベルト／時。

場所 放射線量

 那須塩原市役所 0.106～0.115

 ハロープラザ（箒根出張所）0.090～0.098

10月13日～11月9日測定分

▶問い合わせ  本環境対策課  ☎（62）7141

○空間放射線量
　モニタリングポスト測定結果
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●特別展「東京国立近代美術館工芸館名品展Ⅳ
　工芸ってスゴイ！ ｰ感じて、アートの森の息づかいｰ」
　　　　　12月13日㈰まで開催中
　特別展「工芸ってスゴイ！」は、工芸作品を楽しむ展覧
会です。工芸作品は「わざ」や「美」にあふれています。
　本展では、森に関わる土・植物・動物をテーマに、陶芸・
漆工・竹工・染織・金工・ガラスなどの分野から 51点の作品
を展示しています。伝統技法による作品から斬新な発想
と感覚で作られた造形作品まで、バラエティ豊かな工芸
作品たちは多彩な魅力にあふれています。
　芸術の秋、子どもから大人までアートの森の散策をお
楽しみください。

那須野が原博物館　☎0287(36)0949 詳しくは   那須野が原博物館 検 索

  黒文 検 索詳しくは黒磯文化会館　☎0287(63)3219

●くろいそオペラをつくる会
　第15回オペラ公演　「殺生石物語」
　那須野が原に伝わる「九尾の狐」伝説を土台としながら
も、単なる妖狐の物語ではなく、親子の「愛」、帝と玉

た ま も

藻の前
のお互いを思う一途な「心」を描いた壮大なオペラです。
▶とき
　12月13日㈰午後2時開演
▶ところ…大ホール
▶入場料
　一般 2,000円
　高校生以下 500円

●SANKYOKU～若き名手・和の継承～
▶とき…11月29日㈰午後2時開演
▶ところ…大ホール
▶入場料…全席自由 無料　※入場整理券が必要です。
▶出演…○邦楽ゾリスデン
　　　　○宇都宮ユース邦楽合奏団（写真右）

那須野が原ハーモニーホール  ☎ 0287(24)0880   Nasu-hh 検 索詳しくは

●那須フィルハーモニー管弦楽団
　　　　　　　　　　第17回定期演奏会
▶とき…来年3月6日㈰午後2時開演　▶ところ…大ホール
▶入場料…全席自由1,000円（友の会900円）
※中学生以下は無料｡（要入場券）
※未就学児は入場できません。
▶チケット発売日
　○友の会　12月3日㈭午前9時～（電話のみ）
　○一般　　12月5日㈯午前9時～

●吟詠剣詩舞のつどい
▶とき…来年2月11日㈷㈭午後1時30分開演　
▶ところ…小ホール
▶出演…西那須野吟詠剣詩舞道協会
▶入場料…全席自由 200円
※高校生以下は無料｡（要入場券）
▶チケット発売日…12月12日㈯午前9時～

●舞踊のつどい
▶とき…来年2月14日㈰午後2時開演 ▶ところ…小ホール
▶出演…坂東伎十次会、藤扇流雅宴会、岩井富久純八社中
▶入場料…全席自由 200円
※高校生以下は無料｡（要入場券）
▶チケット発売日…12月12日㈯午前9時～

●那須野が原ハーモニーホール合唱団定期演奏会
▶とき…来年3月13日㈰午後2時開演 ▶ところ…大ホール
▶入場料…全席自由 200円
※中学生以下は無料｡（要入場券）
※未就学児は入場できません。
▶チケット発売日
　○友の会　12月10日㈭午前9時～（電話のみ）
　○一般　　12月12日㈯午前9時～

●パイプオルガンコンサート
▶とき…来年1月9日㈯　▶ところ…大ホール
▶入場料…全席自由 500円
※予約不要。当日、大ホール入口で支払い。
▶内容…【0才からのオルガンコンサート Vol.3】
　　　　　開演時間…午前11時
　　　　　その他…未就学児は無料
　　　　【アフタヌーン・オルガンコンサート Vol.3】
　　　　　開演時間…午後3時
　　　　　その他…小・中学生と妊娠中の人（母子健康手
　　　　　　　　　帳を持参）は無料
　　　　　　　　　※未就学児は入場できません。

●第11回ハーモニーホール展　～夢…未来～
▶とき…来年1月16日㈯～24日㈰
　午前10時～午後5時（最終日は午後4時まで）
▶ところ…第1・2ギャラリー
▶入場料…200円（大学生以下無料）
▶出品予定者数
　日本画（8人）、洋画（21人）、版画（2人）、彫刻（1人）、

　工芸（8人）、書（12人）

●アート体験教室（パステル画）
　「リンゴをパステルで描こう」
▶とき…来年1月23日㈯午後2時～4時
▶ところ…交流ホール
▶対象・定員…高校生以上（20人）
▶講師…高橋 務 氏（洋画家）
▶参加費…1,000円（当日支払い）
▶申込開始日…12月13日㈰午前9時～

●わくわくパイプオルガン・夢たんけん
▶とき…来年2月28日㈰午後1時30分～
▶演奏・指導…ジャン＝フィリップ・メルカールト
▶対象…小学生以上の人　※未就学児は入場できません。
▶申込期間…来年1月9日㈯～18日㈪の午前9時～午後5時

【夢たんけんコース】
▶内容
　オルガンの見学と曲鑑賞、実際にオルガンに触れる体験
▶定員…50人
※定員を超えた場合は抽選。
▶参加費…500円

【見学・鑑賞コース】
▶内容
　オルガンの見学と曲鑑賞
　※オルガンには触れられ
　　ません。
▶定員…300人
※定員になり次第締め切り。
▶参加費…200円

 まもなくチケット発売開始

 チケット好評発売中

●12月の親子体験チャレンジ
と　き テーマ 参加費 定員

 12月20日㈰  クリスマス・松ぼっくりで
 ツリーづくり 100円

各
30人

 12月27日㈰  お正月・ミニ門松づくり 300円

▶時間…午前10時～　※受付時間…午前9時30分～55分。
▶ところ…研修室　
※当日受け付け。定員になり次第締め切り。

●市誕生10周年記念特別展
　「おもいで写真館
　　　　ｰ那須塩原のひと・まち・くらしｰ」

12月19日㈯～来年3月6日㈰ 開催予定
　この特別展では、主に市内で撮影された明治期から昭和
期の写真を紹介します。昔の風景や街並み、人びとのくら
し、地域の歴史に子どもたち…。
　どうぞ「おもいで写真館」に懐かしい写真を見に来てく
ださい。

【展示解説】
▶とき…12月20日㈰午後2時～
▶ところ…研修室　▶参加費…無料

12月20日㈰は観覧無料

 近日開催！

左：田
たぐちよしくに

口善国《野
のはらまきえこばこ

原蒔絵小箱》

右：中
なかじまはるみ

島春美《WORK-0602》

東京国立近代美術館蔵

 特別展　次回予告！

年末年始の休館のお知らせ
12月29日㈫～来年1月3日㈰は、
年末年始のため休館になります。

 参加者募集！！



●申し込み・問い合わせ●
健康増進課(黒磯保健センター)  ☎　0287(63)1100

ＦＡＸ　0287(63)1284
　(西那須野保健センター)  ☎　0287(38)1356

　ＦＡＸ　0287(38)1515
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12月の保健

☎ 028（600）0099
※携帯電話・プッシュ回線からは局番なしの♯8000。
　月～土曜　午後6時～翌朝8時 
　日・祝日　午前8時～翌朝8時（24時間）
※平日昼間は、各小児科診療所などに相談してください。 

ところ…大田原市中田原1081―4（那須赤十字病院本館1階）
診察科目…内科、小児科　診療日時…毎日午後7時～10時
問☎0287（47）5663
※那須地区夜間急患診療所は那須赤十字病院に併設され
　た、那須赤十字病院とは別の医療機関です。

  とちぎ子ども救急電話相談

  夜間診療　那須地区夜間急患診療所 

日 当番医名 ☎(0287)

6
㈰

立花医院（那須町寺子乙） (72)0311
きくち内科クリニック（下田野） (34)0678

13
㈰

福島整形外科病院（弥生町） (62)0805
あゆがせ小児科医院（新南） (37)5200

20
㈰

黒磯病院（高砂町） (62)0961
小沼内科胃腸科クリニック（西朝日町） (37)5353

23
㈷㈬

ふじおか内科小児科（豊浦） (64)3366
大原クリニック（東三島3丁目） (37)1133

27
㈰

中川医院（黒磯幸町） (62)0040
原内科小児科医院（西原町） (36)0732

29
㈫

塚原医院（那須町寺子丙） (72)0230
西那須野内科循環器科クリニック

（永田町） (36)1100

30
㈬

渡部医院（大原間） (65)3535
みどりクリニック（一区町） (37)8231

31
㈭

菅間記念病院（大黒町） (62)0733
みずぬまクリニック（東三島2丁目） (39)1581

診察時間…午前9時～午後5時　
　事前に医療機関に電話をしてから受診しましょう。

　～今月のひとこと～
　80歳になっても自分の歯を20本以上残す
　　そのために、自分にあった歯のセルフケアを
　　身に付けましょう

　　　

4か月児健診　　平成27年8月生まれ
　黒磯保健センター　　 18日㈮
　西那須野保健センター 22日㈫

10か月児健診　 平成27年2月生まれ
　黒磯保健センター 15日㈫
　西那須野保健センター 16日㈬

1歳6か月児健診　平成26年5月生まれ
　黒磯保健センター 11日㈮
　西那須野保健センター 8日㈫

２歳児歯科検診  平成25年11月生まれ
　黒磯保健センター 9日㈬
　西那須野保健センター 4日㈮

３歳児健診　    平成24年11月生まれ
　黒磯保健センター 2日㈬
　西那須野保健センター 1日㈫

　12月の育児相談　12月の乳幼児健康診査 　12月の母親学級第3課
　（予約制）

保健センター

コラム

　保健師や栄養士が、育児や妊娠中
の心身に関する相談を行います。

とき ところ
7日
㈪

 午前9時30分  
 ～11時、
 午後1時30分
 ～3時 

 黒磯保健
 センター

10日
㈭

 西那須野保健 
 センター

※西那須野保健センターは事前に申
　し込みが必要です。

とき…12月17日㈭
　　　午後1時30分～3時
ところ…黒磯保健センター
対象…妊婦、その家族
内容…産後のイメージづくりとみん 
　なでトーク
※母子健康手帳を持参してください。

  12月の休日・年末当番医

【インフルエンザとは】
　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染す
ることで起こる病気です。38℃以上の発熱、頭痛、関
節痛、筋肉痛など全身の症状が突然現れるほか、普通の
風邪と同じような症状も見られます。子どもはまれに急
性脳症を、高齢者や免疫力が低下している人は肺炎を伴
うなど、重症になることがあります。

【インフルエンザの予防】
　基本的な予防手段は、人混みを避けること、一人一人
が手洗い・うがい・咳エチケットを心掛けることです。
その他、予防接種やアルコールによる手指消毒、室内の
湿度を50～60％に保つことも有効です。
※咳エチケット…咳やくしゃみを他の人に向けてしな　
　い、咳が出るときはマスクをする、手のひらで咳やく
　しゃみを受け止めたときはすぐに手を洗う。

【インフルエンザの予防接種】
　インフルエンザワクチンは、ウイルスに感染した後の

発症を抑える効果と、発症した際の重症化を予防する効
果があるとされています。ワクチンの効果が期待できる
期間は、予防接種を受けてから2週間後～5か月程度と
されています。
※予防接種は、インフルエンザの発症や重症化を100％
　予防できるものではありません。
〇インフルエンザ予防接種の接種回数

年齢 回数 間隔
13歳未満 2回  2～4週間（4週間が望ましい）
13歳以上 1回か2回  1～4週間（4週間が望ましい）

※事前に必ず医療機関に予約してください。

【高齢者のインフルエンザ予防接種への費用助成】
対象…65歳以上の人か60歳以上65歳未満で「心臓、じ
　ん臓、呼吸機能かヒト免疫不全ウイルスによる免疫の　
　機能に障害を有するものとして厚生労働省で定めるも　
　の」に該当する人
回数…接種期限内に1回のみ  接種期限…来年2月29日㈪

インフルエンザに注意　～流行時期（12～3月）に備えましょう～

　健康セミナー　 

　12月の献血

　とちぎ医療情報ネット
　病院や診療所の受診にあたって役立つ情
報を提供します。ぜひ利用してください。

　12月1日は世界エイズデー
   ～AIDS IS NOT OVER
                      だから、ここから～
　世界保健機関（WHO）は、1988
年に世界的レベルでのエイズまん延
防止と、患者・感染者に対する差別
や偏見の解消を目的として、12月1
日を“World AIDS Day”（世界エ
イズデー）としました。
　1996年からは国連合同エイズ計
画（UNAIDS）が活動を継承し、毎
年 12月1日を中心に、世界各国で
エイズに関するさまざまな啓発活動
が行われています。

とき ところ
29日
㈫

 午前10時
 ～午後4時

 メガ・ドンキホー 
 テ黒磯店

●運動編　 プラスポセミナー
　～いつもの生活に運動をプラス～
テーマ・とき・ところ

テーマ とき ところ

 ウォーキング
 講座

 2月
 1日㈪

 にしなすの
 運動公園
 サブアリーナ

 2月
 12日㈮

 くろいそ
 運動場体育館

時間…午後1時～3時10分
対象…20～64歳の市民
定員…各回25人
※定員になり次第締め切り。
内容…生活習慣病予防についての講
　話、運動実技
参加費…無料
申込期限…各開催日の1週間前

受付時間…午後1時～1時30分
持参するもの…母子健康手帳、健康
　診査票、採尿したもの（3歳児のみ）

●骨粗しょう症予防編
　女性のための骨美人セミナー
とき・ところ

とき ところ
 12月
 3日㈭

 午前9時～
 11時、
 午前10時～
 正午

 西那須野保健
 センター

 2月
 5日㈮

 黒磯保健
 センター

※どちらかの時間帯を選択。
※午前10時～のみ託児あり。
対象…20～64歳の市民（女性）
※治療中の人は除く。
定員…各回30人
※定員になり次第締め切り。
内容…骨密度測定、保健師・栄養士
　講話、ロコモ度テスト
参加費…無料
申込期限…各開催日の1週間前

　医療費・医療手当が
　支給される場合があります　
　次の予防接種後に何らかの症状
が生じ、医療機関を受診した人は、
予防接種と症状との関連性が認定さ
れると医療費・医療手当が支給され
る場合があります。
対象…平成25年3月31日までに、
　本市の助成を受けて、ヒトパピロ
　ーマウィルス感染症予防接種（子
　宮頸がん予防ワクチン）、ヒブワ
　クチン、小児用肺炎球菌ワクチン
　のいずれかを接種した人
問い合わせ
　独立行政法人
　医薬品医療機器総合機構
　救済制度相談窓口
　☎ 0120（149）931

日 当番医名 ☎ (0287)
29㈫ なべかけ歯科（鍋掛） (60)1717
30㈬ 菅間記念病院（大黒町） (62)0733
31㈭ マジマ歯科医院（若葉町） (63)8833
診察時間…午前9時～正午　
　事前に医療機関に電話をしてから受診しましょう。

　年末の歯科当番医
　成人検診の申し込み
　今年度の集団検診は11月で終了
です。医療機関検診は来年3月まで
実施しています。

　12月の健康相談・食生活相談
とき ところ

1日㈫  午前9時～
 10時30分 

 黒磯保健
 センター 

22日㈫

10日㈭
 午前9時～
 10時30分、
 午後1時～
 2時30分

9日㈬  午前9時～
 10時30分

 西那須野
 保健センター18日㈮

※食生活相談は予約制です。午前中
　の食生活相談のみ、午前11時ま
　で行います。
※今までの健診結果や健康ファイル
　を持っている人は持参してくだ
　さい。
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相　　談 相談日 時　　間 会　　場 問い合わせ・備　考
行政相談

移動県民相談 9日㈬ 午前10時～
午後2時 いきいきふれあいセンター 

2階　相談室
●行政相談・移動県民相談　国、県、市など
行政の仕事に対する意見や要望
本シティプロモーション課　　☎ (62)7109
●人権相談　人権保護などへの相談
本社会福祉課　　　　　 　☎ (62)7135
西市民福祉課　　　　　 　☎ (37)6231
塩総務福祉課　　　　　 　☎ (32)2912

人権相談 4日㈮ 午前10時～
午後3時

行政相談
人権相談 4日㈮ 午前10時～

午後3時
健康長寿センター
2階　娯楽室

行政相談
人権相談 4日㈮ 午後1時～3時 ハロープラザ

心配ごと相談

7日㈪
21日㈪

午後1時～3時

いきいきふれあいセンター 
2階　相談室 社会福祉協議会黒磯支所　 ☎ (63)3868

8日㈫
22日㈫ 

健康長寿センター
ボランティアルーム 社会福祉協議会本所　　　 ☎ (37)5122

4日㈮ ハロープラザ 社会福祉協議会塩原支所　 ☎ (32)5216

弁護士による
法律相談
( 予約制 )

1月5日㈫

午後1時30分～
4時30分

いきいきふれあいセンター 
2階　相談室

※12月1日㈫から受け付け開始。定員18人
社会福祉協議会黒磯支所　 ☎ (63)3868

1月9日㈯ 健康長寿センター ※12月1日㈫から受け付け開始。定員18人
社会福祉協議会本所　　    ☎ (37)5122

12月22日㈫ ハロープラザ ※12月1日㈫から受け付け開始。定員9人
社会福祉協議会塩原支所    ☎ (32)5216

広域無料法律相談
( 予約制 ) 10日㈭ 午後1時30分～

4時30分
トコトコ大田原 市民交流センター

（大田原市中央1丁目）
※12月3日㈭から受け付け開始。定員18人
大田原市総務課　　　☎0287(23)1111

こころの相談
( 予約制 )

8日㈫
午後1時～5時

黒磯保健センター 日本カウンセリング学会認定カウンセラ
ーによる相談
※託児の希望は2週間前までに要予約。
本社会福祉課　　　       　☎ (62)702622日㈫ 西那須野保健センター

更生保護全般に
関する相談

月・水・金
（祝日は休み） 午前9時～午後4時 いきいきふれあいセンター 

1階　更生保護サポートセンター
更生保護サポートセンター ☎ (73)8450
本社会福祉課　　　       　☎ (62)7135

ハローワーク黒磯
巡回就職相談 16日㈬ 午前10時～

午後3時 本社会福祉課相談室 就職ナビゲーター、生活保護自立支援員に
よる相談　　 本社会福祉課☎ (62)7136

薬物問題をお持ち
の方の家族の集い 10日㈭ 午後1時30分～

3時30分
県北健康福祉センター

（大田原市住吉町）

家族の薬物問題で悩む人が対象
県北健康福祉センター ☎0287(22)2259

こころの病を理解
するための家族教室 18日㈮ 午後1時30分～

3時30分
こころの病を持つ人の家族が対象
県北健康福祉センター ☎0287(22)2259

精神保健福祉クリニック
( 予約制 ) 9日㈬ 午後1時30分～

3時
精神科医師によるこころの相談※前日までに要予約。
県北健康福祉センター ☎0287(22)2259

少年相談 月～金曜
（祝日は休み） 午前9時～午後4時 青少年センター

(西生涯学習課内）
小・中学生や青少年の健全育成に関する相談
青少年センター 　　　　   ☎ (37)5925

教育相談 月～金曜
（祝日は休み）

午前8時30分～
午後5時 西学校教育課 いじめ、不登校など学校生活に関する相談

西学校教育課　　　　       ☎ (37)5349
午前9時～午後4時 児童生徒サポートセンター 児童生徒サポートセンター ☎ (63)8526

マザーズコーナー
出張職業相談 10日㈭ 午前9時～

11時45分
いきいきふれあいセンター 
2階　相談室

子育て中の人の出張就職相談
ハローワーク大田原   ☎0287(22)2268

とちぎジョブモール巡回
相談（予約制） 3日㈭ 午前10時30分～

午後4時
県那須庁舎

（大田原市中央1丁目）

キャリアカウンセリング、巡回セミナーなどを実施
大田原労政事務所 　  ☎0287(22)4158

働く人のメンタルヘルス
相談（予約制） 16日㈬ 午後1時30分～

4時30分
※相談日の3日前までに要予約。
大田原労政事務所 　  ☎0287(22)4158

労働相談 月～金曜
（祝日は休み）

午前8時30分～
午後5時15分

労働問題全般に関する相談
大田原労政事務所 　  ☎0287(22)4158

消費生活相談
( 巡回相談は

予約制 )

常
設 月～金曜 午前8時30分～

午後5時
いきいきふれあいセンター
1階　消費生活センター

商品の購入、サービスの利用、契約に関す
るトラブル、多重債務など、消費生活全般
に関する相談
※巡回相談は前日までに要予約。
消費生活センター  　　 　 ☎ (63)7900

巡
回

11日㈮
25日㈮ 午前10時～

午後3時
西108会議室

17日㈭ ハロープラザ

交通事故相談 22日㈫ 午前10時～正午、
午後1時～3時 本201会議室 本生活課  　　　　       　 ☎ (62)7127

司法書士総合
相談（予約制） 19日㈯ 午前10時～

午後3時 西那須野公民館 ※相談日の2日前までに要予約。
県司法書士会事務局　☎028(614)1122

労働社会保険・労務
管理に関する相談

( 予約制 )

2日㈬
16日㈬

午後1時30分～
4時30分

県社会保険労務士会館
（宇都宮市鶴田町）

事業主や勤務者が対象
※相談日の2日前までに要予約。
県社会保険労務士会   ☎028(647)2028

不動産相談
( 予約制 )

3日㈭
22日㈫

午後1時30分～
3時30分

県不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前 )

※相談日当日までに要予約。
県宅建協会県北支部　　　 ☎ (62)6677

公正証書の相談
( 予約制 ) 22日㈫ 午前10時～正午、

午後1時～4時
大田原公証役場

（大田原市本町1丁目）
※当日受け付けもできます(予約者優先)。
大田原公証役場　　  ☎ 0287(23)0666
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12月の 相談はすべて無料です。相 談 ※弁護士による法律相談（黒磯、西那須野会場）
　は 1月の日程です。
　

12月の子育てサロン

名　称 場　所 期　日 時　間 問い合わせ（☎0287）

なかよしひろば  いきいきふれあい 
 センター

 毎週月～金曜
 （祝日、12月26日～1月3日は休み）

 午前9時～正午
 午後1時～4時

 西子ども・子育て
 総合センター
 （46）5538

かるがもサロン  稲村公民館  2日㈬  午前9時30分～11時30分

子育てサロン  厚崎公民館 休み

とようらキッズ  とようら公民館  3日㈭
 午前9時30分～11時30分

子育てサロン  鍋掛公民館  16日㈬

にこにこ広場  たかはやし保育園  毎週水・金曜
 （祝日、12月26日～1月7日は休み）  午前9時～正午  (68)0025

子育て支援室
「もこもこ」  友里かご保育園  毎週月～金曜（祝日、12月25日～1月 

 5日は休み）木曜の午前は語り合いの場  午前9時～午後2時  (62)1116

サンサンひろば  コメット保育園  毎週月・水・金曜※9日は、8日に変更
 （祝日、12月29日～1月3日は休み）

 午前9時～正午
 午後0時30分～2時30分

 (60)4150
 要事前連絡

つどいの広場
ほっぺ 

 方京 3-15-9
 N.S TKビル2階

 毎週月～金曜
 （祝日、12月29日～1月3日は休み）  午前10時～午後3時30分  (73)8648

てんとうむし
教室

 認定こども園
 マロニエ幼稚園
 （保育舎）

 2日㈬、9日㈬、16日㈬  午前10時～11時30分
 認定こども園マロニ 
 エ幼稚園（保育舎）
 （73）5330

子育てサロン  西那須野保健
 センター

 3日㈭、11日㈮、15日㈫、17日㈭、
 24日㈭

 午前9時30分～11時30分
 午後1時～4時

 西子ども・子育て
 総合センター
 （46）5538

子育てサロン  大山公民館  9日㈬

 午前9時30分～11時30分
子育てサロン  狩野公民館  7日㈪、21日㈪

たんぽぽ  西公民館  8日㈫、22日㈫

にこにこルーム  三島公民館  4日㈮、18日㈮

わくわく子育て
ネット  西那須野公民館  9日㈬

 午前10時～正午

 (36)1143
 1回につき参加費50円

子育てひろば  南公民館  2日㈬、16日㈬  (36)7341 　
 月会費100円

西三島いきいき
子育てサロン  西三島自治公民館  10日㈭、24日㈭  （36）3985  (広川)

子育て支援にじ  ほし保育園  毎週月～金曜（祝日、12月26日～1月
 11日は休み） 火・水・木曜の午前は交流会

 午前9時30分～午後0時30分
 午後1時～3時  (37)0614

きらっと☆ルーム  ひまわり保育園  毎週月～金曜（祝日、12月29日～1月5
 日は休み） 月・水・金曜の午前は交流会

 午前9時～正午
 午後1時～4時  (35)2226

つどいの広場
ま～る

 五軒町1-13マンション  
 アカデミーⅠ106号

 毎週月～金曜、第1土曜
 （祝日、12月26日～1月3日は休み）

 〈月～金曜〉
　午前10時～午後3時
 〈第1土曜〉
　午前10時30分～午後1時

 （36）6840

リリールーム  西那須野幼稚園  毎週月・水・金曜
 （祝日、12月26日～1月5日は休み）  午前9時～午後2時  （36）5033

 (こひつじ保育園）

※都合により実施日が変更になったり、中止になる場合がありますので、不明な時は問い合わせてください。

　子育てサロンは、家庭で育児をしているお父さんやお母さんと一緒に訪れた子どもたちが、おもちゃ
などで遊ぶことができる交流の場所です。誰でも参加できますので、気軽に遊びに来てください。

子どものことで悩んだときは
相　　談 相談日 時　　間 会　　場 問い合わせ（☎0287）・備　考

子育て相談
家庭児童相談

 月～金曜（祝日、 
 12月29日～
 1月3日は休み）

 午前8時30分～
 午後5時

 西子ども ･ 子育て
 総合センター

 0～18歳の子どもの悩みに関する相談
 西子ども ･ 子育て総合センター　(46)5537



今年の大発見
～イワタバコ～

み～つけた！ちっちゃ
な自然

NO.130
那須塩原自然を愛そう

イワタバコの花（白）　撮影日時：2015/9/5/8:30　撮影場所：板室付近

　先日小さな子どもが、見たことのない丸いドン
グリを拾ってきました。調べてみると、アベマキ
の実でした。すっかり秋になり、季節はどんどん
冬に近づいているようです。野山に咲いている花
はほとんど無くなりました。そこで秋の話になり
ますが、今年の大発見を紹介します。
　板室付近で私の好きなイワタバコの群生を発見
しました。塩原にあるのは知っていましたが、こ
こでは初めてでした。100株以上の紫色のイワタ
バコを見つけました。日陰のやや湿った場所なの
でよく育ったようです。みんなで大切にしたいも
のです。
　イワタバコは、イワタバコ科の植物で岩や石垣
などに付いて育ち、葉はタバコの葉に似ている事
からその名が付きました。葉は、無毛でみずみず
しく、つやがあります。花期は、6月から9月と
言われていますが、1カ所の花が長く咲いている
わけではなく、咲き始める時期が場所によって違

うのです。花は5裂しているので、星形に見えま
す。色は普通右下の写真のような紫色です。しか
し、たくさん咲いているところをよく見ていく
と、上の写真のような白い花に出会うことがあり
ます。色素の遺伝子の異常によってできるそうで
す。典型的な花をメーンにすべきところですが、
葉が比較的よく写っているので、白花の方をメー
ンにしてみました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おさむ

普
通
の
イ
ワ
タ
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コ
の
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